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IRPA会員の皆様、RP仲間の皆様、 
 

2022年の終わりを迎えるにあたり、この1年のIRPAの活動について最

初の評価をする機会を得ました。この1年、私たちは地域大会で再び

対面で会うことができ、大変嬉しく思っています。2月のセントルイ

スでのIRPA北米地域大会に始まり、5月のブダペストでの欧州地域大

会、10月のアクラでのアフリカ地域大会、そして10月のサンティアゴ

での中南米地域大会と、この1年間、私たちは対面で再会することが

できました。各イベントで、再び皆様にお会いし、お話を伺い、直接

話し合う機会を持てたことを大変嬉しく思っています。また、多くの

IRPAタスクグループの1つに参加するすべての機会を共有することも

できました！ 
私は常々、IRPAの真の成功である若い世代の積極的な取り組みに注目

しています。特にこの1年間の会合では、それぞれ若手専門家に焦点

を当てたイベントが開催されることで、それが顕著に表れました。ま

た、各種の若手専門家賞の受賞者には、2024年にオーランドで開催さ

れるIRPA16の無料登録権が与えられたので、会場で全員が一堂に会

することを楽しみにしています。 
 
 

 
Bernard会長とAna-Maria Bomben氏

（IRPA理事）、中南米地域大会に参加した

チリの仲間たち 

また、バンクーバーで開催されたICRP2021+1
にも積極的に参加してきただき、大変嬉しく思

います。私たちは、放射線防護の専門家の声と

して多くのセッションに参加することができま

した。シンポジウムでは毎日、放射線防護の体

系を洗練させること、若手専門家のネットワー

クをどう始めるか、NORMに関する活動などに

ついて会員の意見を発表しました。また、リス

クコミュニケーション、放射線とリスクに関す

る市民への関与、さらに、実用性と保守性のバ

ランスをどうとるかについても意見を交換する

ことができました。このような努力と、IRPA
に蓄積された膨大な知識と専門性を、私たち全

員が誇りに思うべきでしょう。 
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ICRP 2021+1にて、Werner Rühm（ICRP委員

長）とBernard会長 - 2人の間には長い友情と

大きな尊敬の念があります 

ICRP 2021+1で発表するBernard会長, 
Sylvain Andresz氏 (IRPA YGN), 
Cameron Jeffries氏 (IRPA 理事) 

 
2023年は、インドのムンバイで開催されるアジア・オセアニアIRPA会議で始まります。多くの皆

様にお会いできることを願っています。1月には次のIRPAウェビナーも開催され、NORM、放射

線防護体系、非電離放射線などのいくつかのタスクグループで実施されている活動の詳細を紹介

します。素晴らしいプログラムになることをお約束します！ 
 

しかし、私は自分自身を先取りしているようです。2023年を迎える前に、素晴らしいホリデーシ

ーズンと最高にハッピーな新年をお迎えください！ 

中南米地域大会でのBernard会長とパネリスト 
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"Embracing Radiation Protection Education and Safety Culture（放射線防

護教育と安全文化の受け入れ）"は、IRPAの第6回アフリカ地域大会のテ

ーマでした。この大会は、2022年10月10日から13日までガーナのアクラ

にある、ラ・パーム・ロイヤル・ビーチ・ホテルで開催されました。ガ

ーナ放射線防護学会（GARP）がIRPAおよび国際原子力機関（IAEA）と

共同で主催し、世界保健機関（WHO）が共同スポンサーになりました。 
 

ガーナで地域大会が開催されるのは今回が初めてで、放射線防護とその関連業務に携わる100人以

上の専門家が集まりました。参加者は、研究者、規制当局者、学生、若手専門家、国際機関や国

際学会の代表者などでした。参加者の多くはアフリカ諸国からで、約50％がガーナから、残りは

ナイジェリア、カメルーン、ケニア、南アフリカ、アンゴラ、コートジボワール、スーダンから

の参加者でした。また、フランスやハンガリーからも参加者があり、希望者はバーチャル参加も

可能でした。また、IAEA、WHO、IRPA、UNSCEAR、AFAN、Proman、ESPP、国連欧州経済委

員会などの国際機関からも参加者がありました。 
 

本大会では、対面式、バーチャル、事前録画式などのハイブリッド方式を採用し、口頭発表、ポ

スター発表、パネルディスカッション、学会フォーラムなどの学術プログラムを実施しました。

学術プログラムは、4日間の大会期間中、オンラインでライブ配信されました。 
 

AFRIRPA06のオープニングセレモニーでの参加者と要人の集合写真 
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オープニングセレモニーでは、以下の方々に

よる挨拶が行われました。 
• Cyril Schandorf教授（大会長） 
• Quayson氏（ガーナ環境・科学技術・イノ

ベーション省代表） 
• Bernard Le Guen博士（IRPA会長） 
• P. Johnston氏（IAEA代表） 
• Francis C. Kasolo博士（WHOガーナ代表） 
• Samuel B. Dampare教授（ガーナ原子力委

員会事務局長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ガーナ・アクラのラ・パーム・ロイヤル・ビ

ーチ・ホテルで開催されたAFRIRPA06大会 

 

 

WHOガーナ代表 F.C. Kasolo博士 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AFRIRPA06の学術セッションの座長と大会長

 
 

会議の主テーマは以下の通りでした。 

• 環境放射線防護 
• 医療における放射線防護 
• 自然起源放射性物質（NORM）およびラドン 
• 放射性核種の外部および摂取のモニタリング 
• 安全文化 
• 非電離放射線 
• 規制と基準 
• 研究炉施設向け放射線防護プログラム 
• 放射性廃棄物管理 
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厳しい学術発表から一息ついて、参加者同士が交流しネットワークを構築できるように、リフレ

ッシュとエンターテインメントのアクティビティを計画しました。ウエルカムレセプション、コ

ーヒーブレイク、ガーナ原子力委員会の研究所や施設の見学、アクラ市の中心部へのツアーなど

が行われました。 
 

今回の大会のハイライトの一つは、若手専門家のた

めの学術セッションでした。このような会議では、

放射線防護の分野における若い才能を発掘し、奨励

することを目的として、この特集が組まれています。

若手専門家たちは、会議のさまざまな分野の論文を

提出し、自分の研究を紹介しました。若手専門家賞

は、カメルーンのMbarndouka Taamté Jacob氏の

発表「地元で製造された低価格のスマート電子機器

を用いた屋内ラドンと環境線量率の測定と基準機器

による検証」に授与されました。 
 
 

AFRIRPA06は、参加者のネットワーク作り、意見交換、そしてアフリカにおける放射線防護の実

践向上に向けた放射線防護教育や安全文化に関する関連事項の強調と議論のためのユニークな機会

を提供しました。主催者であるGARPは、多くの関係者の協力を得てAFRIRPA06を成功裏に開催

し、ガーナに参加者をお迎えできたことに感謝するとともに、ナイジェリアとカメルーンが次のア

フリカ地域大会（AFRIRPA07）を開催することを希望しています。 
AFRIRPA06が残したレガシーが、人類と社会のために、アフリカ大陸における放射線防護の教育

と実践における協力と経験の共有を促進することを期待しています。 
 

 
6  



KARP-JHPS-CSRP 合同YGNワークショップ 
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タイトル 
 

中性子線・ガンマ線検出チップの開発 

 
ICRPタスクグループ113の進捗状況：一般的な診断用X線画像検

査に対する参照線量係数 

 
中国における4次元線量計算の確立と初適用 

 
韓国のレトロスペクティブ線量評価ネットワークにおける実験室

間比較のための事故時線量評価に関する実地実験 

 
広島市における原爆投下後の早期入市者の固形がん死亡率：1970-

2015年 

講演者 
 

Yang Liu (CIAE、中国) 
 
 

Yeon Soo Yeom 
(延世大学校、韓国) 

 
 

Ri Zhao (CIRP、中国) 
 
 

Hyoungtaek Kim（KAERI、韓国） 
 
 
 

廣田 誠子（広島大学、日本） 

 
 

 

 

2022年10月27日、韓国、日本、中国の若手専門家による合同ワークショップを開催し、最近の研

究活動の成果を共有しました。アジア各国の若手放射線防護研究者、技術者、学生を含む30名以上

が参加しました。以下のテーマで5つの興味深い研究発表があり、その後、刺激的なディスカッシ

ョンが行われ、若い参加者全員の経験に貢献しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

地域的であれ世界的であれ、放射線防護の未来は若手専門家の貢献にかかっています。アイデア、

経験、成果を共有し、良い関係を築くことは、この仕事にとって不可欠です。そのため、IRPAとそ

の関連学会の支援を得て、今後もこのような地域的または国際的なイベントを続けていきたいと考

えています。 
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2022年10月23日から27日にかけて、第12
回中南米地域大会および第10回IRPA中南

米地域大会がサンティアゴ（チリ）で開催

されました。本大会は、チリ放射線防護学

会（SOCHIPRA - https://www.sochipra.cl/ ） 
が主催し、IRPA、IAEA、PAHO-WHO、UNSCEAR、FORO、FRALCなどの国際機関とチリ原子力委

員会（CCHEN）などのチリの国内組織の協賛を得て、開催されました。会場は、サンティアゴのダ

ウンタウンにある歴史的建造物、チリ・カトリック大学でした。 
 

大会のプログラムは、放射線防護、放射線安全、安全文化、イノベーションと技術の4つのトピ

ックスからなり、メインテーマは ” Radiation Protection: Adapting to New Scenarios（放射線防

護：新しいシナリオへの適応）" でした。 
 

数字で見る大会 
 

現地組織委員会の委員長はPablo del Río López氏が務め、チリの仲間たちで結成されたチームを率い

ました。国際委員会は、16か国の専門家、地域の放射線防護学会および会議を後援した国際機関の代

表者によって構成されました。中核となる学術委員会がプログラムを作成し、各国から集まった50人
の専門家と協力して要旨を審査しました。 

 
21か国（アルゼンチン、オーストリア、ボリビア、ブラジル、チリ、コロンビア、コスタリカ、キュ

ーバ、ドミニカ共和国、エクアドル、フランス、グアテマラ、メキシコ、ニカラグア、パナマ、パラ

グアイ、ペルー、スペイン、ウルグアイ、米国、ベネズエラ）から296名が、また、15の放射線防護

学会から会長や代表者が大会に参加しました。 
 

大会は、8つのプレナリーセッション、10のテクニカルセッション、10のラウンドテーブル、103の
口頭発表（発表者の51％が女性）から構成された27の学術セッション、48件のポスター発表から構

成された6の電子ポスターセッションとで構成され、それぞれの朝の最初のセッションとして9つのリ

フレッシャーコースが提供されました。 
 
 
 
 

21か国からのIRPA中南米地域大会の 
参加者 

 

https://www.sochipra.cl/
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IRPAの旗は、Bernard Le Guen IRPA会長とのAna María Bomben IRPA理事を通じて、多くの大会活

動で振られました。Bernard Le Guen会長は、開会式と閉会式に招待され、挨拶を行いました。また、

プレナリーセッションでは「放射線防護体系のレビュー」についてプレゼンテーションを行い、関連

学会フォーラムの座長を務め、FORO（Ibero-American Forum of Radiological and Nuclear 
Regulatory Agencies）の代表者との会議にも参加し、相互の関心事について議論しました。 

 
 

 
中央がBernard Le Guen氏（IRPA会長）

とAna María Bomben氏（IRPA理事）、

Raúl Ramirez氏（IAEA代表、右から3
人目）と大会現地組織委員会 

 
 
 
 
IRPAは、モントリオール基金を通じて、学術委員会が口頭発表として受理した論文の主執筆者で

ある8名の若手専門家（35歳以下）の大会参加に対して、一部資金援助を行いました。選ばれた8
名の若手専門家は、アルゼンチン、ボリビア、ブラジル、コロンビア、キューバ、グアテマラから

の参加者でした。 
 

大会では、各国の放射線防護学会が推薦した8か国（アルゼンチン、ボリビア、ブラジル、チリ、

コロンビア、キューバ、グアテマラ、ドミニカ共和国）12名の参加者による若手専門家賞が実施さ

れました。審査員は、参加者の論文と口頭発表を評価し、全会一致で以下の賞を決定しました。第

1位：Fiorela Merma氏（アルゼンチン）、第2位：Ignacio López氏（チリ）、第3位：Arismendy 
Portorreal氏（アルゼンチン）。Arismendy Portorreal氏（ドミニカ共和国）。 

 

 

若手専門家賞の参加者と審査員4名 
Enrique Viveros氏（SOCHIPRA会長）、Ana 
María Bomben氏（IRPA）、Pablo Jiménez氏
（PAHO）、Juan Carlos Mora氏（IAEA） 

Bernard Le Guen会長がFiorela Merma氏
（アルゼンチン）に第1回若手専門家賞を贈

呈 
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IRPAの地域大会および国際大会では、IRPA 関連学会フォーラム（ASF）が非常に重要な活動とし

て位置づけられています。中南米地域大会では、ハイブリッド方式でASFを開催し、ラテンアメリ

カ・カリブ海地域の放射線防護学会の会長または代表を含む16か国から45名が参加しました。また、

スペイン放射線防護学会は、バレンシアでIRPA17（2028年）を開催するため、招待されました。 
 

ASFは、Bernard Le Guen会長による歓迎とIRPA戦略計画2021-2024に関する発表で始まりました。

IRPA 若手専門家ネットワーク (YGN) からは Marina Saez Muñoz氏 (IRPA YGN Secretary) が参加

し、YGN 戦略的アジェンダ 2022-2024 をスペインからバーチャルで発表しました。米国オーラン

ドで開催されるIRPA16（2024年）についての発表と、タスクグループ議長であるMarina Di Giorgio
氏によるIRPA Task Group on Women in Radiation (WiR) - ジェンダーの視点からの短い発表があり

ました。 
 

ASFの最後には、コロンビア放射線防護学会（ACPR）のCarolina Viloria Barragan会長から、

2026年にコロンビアのメデジンで開催される次回のIRPA中南米地域大会へのACPRのプロポーザ

ルについて発表がありました。 
 

大会最終日はプレナリーセッションで幕を開け、キューバのRubén Ferro氏が "電離放射線を扱う組織、

施設、活動における安全文化：その実施方法について" と題して講演を行いました。その後、閉会式

が行われ、ベストポスター賞、35歳以上の最優秀賞、若手専門家賞の受賞者が発表され、IRPA16へ
の無料参加登録権がIRPA16組織委員会から贈られました。 

 

 

中南米地域大会は、参加者数、ラテンアメリ

カ地域全ての国からの参加、放射線防護に関

するあらゆる最新の問題を扱ったプレゼンテ

ーションの質、国際機関の参加、参加者間の

経験や情報の交換、そして何よりも大会主催

者のチリ放射線防護学会（SOCHIPRA）の真

心ともてなしにより、大成功を収めることが

できました。 
 
 
 
 
 
 
 

 
Bernard Le Guen会長とAna María 

Bomben氏、IRPAがモントリオール基金を

通じて支援した若手専門家たちと一緒に
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ETRAP 2023 - オランダ・フローニンゲン 
 

放射線防護の教育・訓練（ETRAP）に関する第8回国際会議が、2023年6月27日から30日までオラ

ンダのフローニンゲンで開催されることが決定しました。 
 

ETRAP会議は、放射線防護の教育・訓練に関して確立された行事です。1999年にサクレ―で第1回
が開催され、その後、マドリード（2003年）、ブリュッセル（2005年）、リスボン（2009年）、ウ

ィーン（2013年）、バレンシア（2017年）で開催され、2021年にはオンライン会議が開催されまし

た。 
 

ETRAP 2023は、放射線防護の教育・訓練の提供者、学術関係者、政策立案者、放射線防護専門家、

規制当局、エンドユーザーが一堂に会することを目的としています。この会議は、放射線防護の教

育・訓練に関する最新の知見と進展について学び、議論する機会を提供し、さまざまな関係者間の

ネットワーク作りを促進するものです。ETRAP 2023の主なテーマは以下の通りです。 
 トレーナーが（必要な）能力基準 
 オンラインおよびハイブリッド学習：革新と得られた経験 
 能力に基づいたシステム vs. 資格に基づいたシステム 
 能力のある働き手の確保と維持 
 社会科学と人文科学の融合と公共性 

 
 

フローニンゲン大学アカデミービル（著作権：UG） 
Silvio Zangerini撮影 

https://www.etrap.net/en/etrap-2005
https://www.etrap.net/en/etrap-2013
https://www.etrap.net/en/etrap-2013
https://www.etrap.net/en/etrap-2017
https://www.etrap.net/etrap-2021
https://www.etrap.net/etrap-2021


放射線防護の教育・訓練に関する国際会議 - 

 
HIELKE FREERK BOERSMA, UNIVERSITY OF GRONINGEN 
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第8回ETRAP会議は、フローニンゲン放射

線防護アカデミーの主催で、フローニンゲ

ン市の歴史的中心部にある同大学のアカデ

ミービルで開催されます。この会議は、

IAEA、EUTERP、IRPAの協力のもと、フ

ローニンゲン大学とSCK CENが主催で開

催されます。 

本会議の要旨を2023年1月31日までに www.etrap.net よりご提出下さい。 
 
 

 

フローニンゲン美術館 フローニンゲン市Lage der A 
 
 
 

 

大講義室 

最後に、2023年6月26日と27日にフローニンゲンで

開催されるETRAPワークショップの直前に、第9回
欧州放射線防護訓練・教育（EUTERP）ワークショ

ップが開催されることをお知らせしておきます。こ

のワークショップの詳細については、www.etrap.net
をご覧下さい。 

 
両イベントとも、今すぐご登録頂き、早期割引料金

をご利用下さい。来年6月にフローニンゲンで皆様に

お会いできることを楽しみにしております。 
 

-Hielke Freerk Boersma（現地組織委員会委員長） 

https://www.etrap.net/
https://www.etrap.net/
https://www.etrap.net/
https://www.etrap.net/registration
https://www.etrap.net/registration


エジプト放射線物理2022セミナーにおける 
放射線防護活動 

MOHAMED AHMED MAHMOUD GOMAA 
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11月、エジプト原子力庁（EAEA）長官であるAmr El-Hag Aly教授の主催で、カイロ県ナスル市の

EAEA本館で2022年放射線物理セミナーが開催されました。このセミナーは2日間にわたり、8つの科

学セッションで構成されました。 
 

このセミナーの第一の目的は、1992年11月にケナ市の理学部で開催された第一回放射線物理学会の30
周年を記念することでした。（ケナ市はカイロ県から南に800km、有名なルクソールから80kmのとこ

ろにあります）。この会議は、国際放射線物理学会、EAEA、アシュート大学QENA分校の後援を受け

て開催されました。 
 

1992年のような早期でも、放射線防護の活動が保健物理学または放射線物理学の活動の中で発表され

ました。第1回放射線物理学会のプロシーディングスは、1994年に有名な科学雑誌（Radiation Physics 
and Chemistry）に掲載され、その編集者には高名な故John Hubble氏（NBS）が就任していた。この

時、この雑誌に掲載された研究の約50％は放射線防護活動でした。 
 

写真：1992年第1回RAD PHYS会議、J.RP&C、vol.44、1994 

セミナーの第二の目的は、若手研究者に現在の研究活動を発表してもらい、代わりに招待講演者の発

表から学んでもらうことを奨励することでした。セミナーの最後に若手研究者の発表が行われ、その

後、今日の若手研究者が直面している問題について座談会が行われました。その中で、放射線、原子

力、医学物理学に関するフリーソフトへのリンク、図書館や類似の研究所などのリソースの活用法、

科学専門学会の会員になることの重要性などのアドバイスがなされました。 
 

次回の放射線防護セミナーは、2023年にエジプト・カイロで開催する予定です。 



エジプト放射線物理2022セミナーにおける 
放射線防護活動 

MOHAMED AHMED MAHMOUD GOMAA 
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本セミナーは、EAEA委員会の1つであるエジプト国内放射線物理学ネットワーク(NNRP)が主催したものです。 
本セミナーには70名の参加者がありました。 

 
 
 
 

第二次世界大戦後、ヨーロッパの原子力科学者は、放射線物理学や医学物理学に科学的な関心を移し

ました。私は1968年にロンドン大学で中性子遮蔽の分野で放射線物理学の博士号を取得しました。同

様に、このセミナーでのいくつかの発表は、主に放射線防護の分野で、次のようなものでした。 
1. 線源と検出器：サイクロトロン、γ線分光の校正、ホールボディカウンティング、アイソトープ選

択的CTイメージングなど。 
2. 線量評価：放射性ヨウ素に汚染された個人周辺の計算と測定、核飛跡検出による熱中性子線量

評価、陽子線治療用新規ガラスシステムの線量応答、建材の線量評価など。 
3. 安全保障：NMRの安全性、地上放射線からの防護の必要性、放射線施設の安全保障の接点な

ど。 
4. その他：ナノテクノロジー、放射線遮蔽 

 
2022年9月のIRPA会報「Advice to Junior Rad Protection staff」に私が寄稿した内容もセミナーで紹介

されています。 



エジプト放射線物理2022セミナーにおける 
放射線防護活動 

MOHAMED AHMED MAHMOUD GOMAA 
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参加者全員にセミナー修了証が配布された後、現在取り組んでいる研究内容を発表した若手研究者

に特別賞が授与されました。下の写真は、NNRPメダルを授与された若手研究者の方々です。 
 

 

 
NNRPメダルを受け取る様々なエジプトの大学やセンターからの若手研究者 



今後開催される行事 
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ニュースをお寄せ下さい！ 
 

 

 

 
 
 

共有したいニュースをお持ちですか？cop@irpa.net までお送りいた

だければ、IRPA NewsとIRPA Bulletinでご紹介します。会報の記事

は通常、200～300語と画像です。 
 

我々のSociety Spotlightでは、IRPA関連学会からの最新情報を常

時募集しています。あなたの学会の近況をお聞かせください。打

ち合わせ、会議、通常のイベント、または良いニュースをいつで

もお待ちしております。 
 
 
 

出版物に関するあなたのIRPA委員会。 
 

IRPAコミュニケーション・オフィサー：Dave Niven 
会報編集部：Dave Niven 
準学会リエゾン： Michèle Légaré 
ウェブサイト管理者：Dave Niven & Chris Malcolmson 
ソーシャル・メディア・マネージャー：Sven Nagels & Chris Malcolmson 
Media Reviewers：Sven Nagels, Young-Khi Lim, 藤田博喜 
Proceedings Advisor：荻野晴之 

 
 

 
 

 
 

PIANFORTEパートナーシップは、放射線防護の若手専門家のためのトラベルサポートを提供して

います。詳細はPIANFORTEウェブサイトをご覧ください。2022年12月31日が申請期限となってい

ます。なお、支援はEU諸国およびその関連国に限定されています。 
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